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奉仕が私たちの仕事です 

バタライ先生、聖隷浜松病院研修 
ポカラ空港で現地関係者からの出迎えを受ける 

ネパール家庭料理 ダルバート バガワティー小学校 運動会 

幼児クラスの飴食い競争 

運動会 国旗掲揚セレモニー 

リラ小学校 無料健診 

ヒマラヤ山脈 

マニパル大学病院の様子 

形岡先生カトマンズ到着! 
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ネパールに魅せられて 
 

山口貴司 

 
ブッダ基金名誉理事長 

山口国際ハートクリニック院長 

 
 
 ネパールに魅せられてかれこれ３０年になる。大学

の先生をしていたが、開業医として再出発したのが 

１９８９年のことで、ちょうどその頃入管法が改定さ

れて、南米日系人に就労ビザが出ることになった。バ

ブルの終わり頃であったが浜松市周辺の企業は慢性

的な人手不足で、中国、韓国、フィリピン、イラン、

そしてネパールからも労働者や留学生として来日し

ていた。私にとってネパールは見知らぬ国であったし、

そうした国の人間を患者として診ることなど考えも

及ばなかった。この国から何故若者がやってきて日本

で働くことになったのか興味をもち、幾人かのネパー

ル人を家に招いて、政治、経済、とりわけ人々の暮ら

しや習俗について話してもらった。彼らはインテリで

いろんな事をよく知っていた。 

 

 ２２歳の Jagadesh Shrestha 君が心臓弁膜症にか

かっていたが、それに気づかず来日して、虫歯から菌

が体に入って感染性心内膜炎という重篤な病気とな

り、豊橋の友人から紹介されてやってきた。高熱が続

き心不全となっていて、治療は簡単ではないが、自分

の専門でもあるので、本気になって助けようと思った。

医療保険なし、オーバーステイ、お金なしの状態だか

ら、救命には戦略が必要だった。とにもかくにも浜松

医療センターの先生方はじめ職員、浜松市長、へるす

の会（外国人労働者と共に生きる会）の皆様、カソリ

ック浜松教会、海の星高校とシスター、東海地方に滞

在するネパール人、山口ハートクリニックなど多くの

人々の助けがあり、幸運にも彼は一命を取り留め元気

になった。このことが Y新聞の全国版に報道されたの

で、名古屋入管の知るところとなって、彼は拘束され

てしまい、１年間だけの滞在許可が出たものの、 

１９９４年４月に強制送還となった。 

 彼は大動脈弁に人工弁を植え込んでいたので、抗凝

固剤を飲み続ける必要があったし、合併症が心配だっ

た。翌年の５月の連休に「へるすの会」の天使といわ

れて、ネパール人の世話をしていた四谷今日子さんと

一緒にネパールに行って彼を診察した。カトマンズの

国立トリブヴァン大学出身のバッタライ先生に彼を

託し、多くのネパール人から日本のお土産やら家族へ

の手紙を預かっていたので、ポカラにも行って届けた。

往診旅行と称していたが多くのネパール人の優しさ

や貧困や暮らしぶりを知る記念すべき旅だった。 

 その後、ネパールへ毎年往診し、家族を連れても行

った。クリニックにはネパール語の話せる看護師がお

り、浜松医大の大学院にネパール人医師を招聘し、土

曜日の外来を手伝ってもらったりした。 

東海地方の広範囲から患者として来院するネパール

人が増えていった。 

 

 転機は２００１年のこと、浜松中ロータリークラブ

の仲間を連れて行ったのだが、彼らの中に「個人的な

援助よりも NPO として組織の力で」と主張する方が

おり、早速、任意のネパール支援団体「ブッダ基金」

が立ち上がった。 

 その後のことは、ブッダ基金のホームページに詳し

く書かれているので、割愛するが、私のネパール支援

の情熱は衰えてはいない。 

 感謝しなくてはならないことがある。それは歴代の

事務局長が素晴らしい力を発揮してくださったこと、

理事会にネパール馬鹿とも呼ぶべき絶対的支援者が

多かったこと、会員の皆様の温かいご支援と励まし、

浜松中ならびに浜松ロータリークラブの持続した支

援、医者仲間の助け、家族の理解など、枚挙にいとま

がない。 

 悔しかったことは、医療支援の目的でポカラ市に建

設したブッダ病院の運営に齟齬があり経営に失敗し、

相手の医師と７年に及ぶ裁判闘争までしなくてはな

らなかったことである。最高裁で勝訴し日本から送っ

た医療機器を奪還し、なにがしかの投資資金も勝ち取

ったが、全てはネパール政府に寄贈した。これに注い

だエネルギーは甚大だった。ネパールの活動は相手の

組織と念入りに打ち合わせ、面倒でも合意書や契約書

を必ず取り交わし、成果ごとに資金協力をすべしと知

った。 

 

 この間ネパールでは幾つもの政変があって、今日の

政府はやや中国寄りだから、医療支援を目的とした無

医村の医療キャンプは困難になってしまった。日本か

らの支援を快く思わず許可が得られないが、人々はそ

うではない筈である。 

 ネパールのカウンターパートナーである、ＮＧＯヒ

マラヤブッダ基金、ヘラロアカデミー、ロータリーク

ラブ（ポカラとアンナプルナ）、シバシュレスタ氏など

は信頼できるので、今後とも良い関係を築いていって

もらいたい。 

 

 ネパールの僻地の学校の子供たちに、図書や文具を

届けるブッダ子供移動図書館の活動は、Iswori館長の

尽力もあり、地道ではあるが意義深い貢献だと思って

いる。コロナ禍の中で移動が困難となり現在は停止の

やむなきに至っているものの、何とかして継続できる

よう努力したい。 

 Bhagwati 学校の裏庭に植樹したコーヒー園は１０

年を経てようやく収穫が期待できるようになり、その

売り上げでもって学校の運営資金とする計画は、実現

に近づいている。自立型で持続可能な支援のモデルと

してネパールでも注目されている活動である。 

 新しい理事長のもと、私の健康が許す限り気長で楽

しい支援活動を続けていきたいと願っている。 

 

         ２０２０年８月１５日 
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ネパールにおけるスポーツ活動の

意義 
 

加藤義一 

 

ブッダ基金理事長 

加藤行政書士事務所 

 

 

浜松ローターリーの皆様と共に築き上げてきました

バガワティー小学校におきまして「第 1回スポーツ大

会」を 2019年 5月 3日開催いたしました。 

同校は、開校時 52名でしたが、今は、118名にまで増

加し、先生方の教育に対する熱意も彼らの輝く瞳に裏

付けられているように、私たちには無限の意気込みさ

え感じさせてくれています。 

 

このような

パワーみな

ぎる学校に

成長したこ

とはとても

喜ばしいこ

とでしたが、

授業のカリ

キュラムに「スポーツ」という科目がないことを知っ

た私たちは、生徒にスポーツを通してルール、礼儀、

連帯感を知ってもらおうと考え、先生方と相談の上

「第１回スポーツ大会」を開催することにしました。 

 

ところが、開催が決まったものの豪雨により地盤が緩

み、競技場となるグラウンドが、土砂崩れによって使

用不可能になってしまいました。回復工事は１年近く

かかりスポーツ大会開催も危うくなりましたが、なん

とかグラウンドの回復とともに先生方や生徒のモチ

ベーションも高め開催にこぎつけることができまし

た。 

 
私たちは日本から、４色の鉢巻きを持っていきました。

現地の先生や生徒には珍しいものだったので鉢巻き

の結び方から教えました。グラウンドの石を拾い、テ

ントを張り、これも日本から持って行った万国旗を飾

り準備は整いました。競技種目はグラウンドが狭かっ

たことから、玉入れ競争、お菓子（アメ）食い競争な

どこじんまりした競技を行いましたが、メイン種目は

３キロの未舗装山道通学路を 4チームで競う駅伝競走

を行いました。 

 
この競技を見ようと村の人たちも沢山集まりました。

村の人々は初めてのスポーツ大会に大いに喜び、生徒

に大きな声援を送っていました。本当に大盛況でした。

私たちは、今回開催したスポーツ大会から、地域のス

ポーツ大会に発展させ、さらに国内のスポーツ大会へ

と発展させていきたいと考えています。そして、子供

たちが将来ネパールの国旗を背負いオリンピックに

出場することを願っております。 

 
「第 2回スポーツ大会」は、コロナウィルスの影響に

より開催の予定が立っておりませんが、幻のスポーツ

大会にならないように必ず年に１回実行していきた

いと思っています。 

 

最後になりますが、第１回スポーツ大会を開催するに

あたって、ネパール ポカラ市に所在する NGOヘラロ

アカデミーの皆さん、そしてジャガン グルング氏に

多大な協力をしていただきました。本当にありがとう

ございました。 
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私とブッダ子ども移動図書館との関わり ① 

 

イソワリ・プラサド・ティワリ   

ブッダ子ども移動図書館(BCML)館長 

＊ブッダ子ども移動図書館はブッダ基金か

らの支援金によりヒマラヤン・ブッダ基金

（HBF）が運営 

 

はじめに 

子どもたちは人間のあらゆる偏見からも解放されて

いて、彼らは新しいアイデアを受け入れることに柔軟

です。これらの資質が子どもたちと関わる仕事に大い

に楽しみと興味を与えてくれます。彼ら・彼女らはい

つも私を笑顔にしてくれ、また優れた学習者であり教

師でもあります。ブッダ子ども移動図書館(BCML)の

開館以来、私は図書館の責任者として任されてきまし

た。この恵まれた機会を与えられたことにより、多く

の人と出会い、交流し、教えられ、そして何よりも子

どもたちの読書に深く関わる事ができました。この国

では学習は教科書に記載されている内容と教師によ

って教えられることに限定されてきました。これはネ

パールの片田舎に住む私の世代に限らず、多くの僻地

に住むネパール人に言えることですが、図書に触れる

ことは子ども達にとってとても恵まれた機会です。 

 

BCML は 2012 年に設立

されました。私は約 50 年

前の学生ですが、ネパール

の山間僻地は当時と現在

の初等教育の学習方法を比較しても大きな変化はあ

りません。ほとんどの学生が学ぶことができる唯一の

方法は、教科書か授業のどちらかでした。当時私は本

を読みたいけど無い、良い先生もいないという気持ち

を持ち続けたまま卒業を迎えたのを思い出します。こ

のような私の子ども時代の経験から、子どもたちが本

を読んでいる風景は、私の心に最大の喜びをもたらし

ます。満を持して、私は教員になり、校長として働く

機会を得ました。教員としての集大成のために基本的

な英語コミュニケーションの本「みんなのための英語」

を執筆しました。したがって、私は読書と教育に情熱

を傾けています。 

 

読むことを学ぶことは、全ての学習の基礎であり、 

これはおそらく学習の中

で最も重要な段階でもあ

ります。中学生に到達す

るまでに、生徒はすでに

読書を学び、これからが

いよいよそれぞれの学問

としての学習が始まるのだと期待します。しかし、

2014 年にネパールのカイラリ村でアメリカの政府援

助機関 USAID が実施した調査では、中学 2 年生の

34％、中学 3 年生の 19％がネパール語の単語１つさ

え読むことができないことが分かりました。ブッダ基

金（BFJ）とヒマラヤ・ブッダ基金（HBF）は、農村地

域で開催された多くの無料健康診断での村人との交

流でも同じ現実に直面しました。彼らが訪問したどの

学校にも図書館がなかったため、移動図書館サービス

の確立という概念につながりました。 

 

第一段階：蔵書の共有 

移動図書館は当初、学校と

図書館の本を共有するプ

ログラムで移動図書館サ

ービスを開始しました。ほ

とんどの教師はこの活動

を歓迎せず、子どもたちは読書に興味を示しませんで

した。 20 年以上にも及ぶ教員生活でこのような生徒

や教員の態度に一度も出くわしたことがなく、それに

近いものすら見たことがない私は、文字通りショック

を受けました。子どもたちは本を読む熱意、動機に欠

けていました。 初年度は、生徒のやる気を引き出した

り、教師の態度を変えたりするためにさまざまな方法

を試しました。 

 

最初は本を蔵書パックにし、学校に届ける前に本の使

い方を示すために読書説明会を30分ほど行いました。 

子どもには、それぞれ 1 つの段落を読む機会が与えら

れました。 ちゃんと読むことができれば、皆から拍手

をしてもらえます。 残りのクラスは注意深く耳を傾

けます。 そして、彼らの理

解度をチェックするために

質問時間を設けました。 先

生たちは子どもたちが読書

をするのを観察していまし

た。 生徒の識字レベルは、 
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教師の自我を傷つけることなく公然とテストされ、教

員の教育遂行能力を評価するよい機会となりました。 

ほとんどの教師はそれが基準に達していないことに

愕然とし、読書が非常に重要であるということに目覚

めた瞬間でした。 100 以上の学校から約 20,000 人の

生徒が、蔵書共有プログラムの期間中に、さまざまな

テーマに関する約 25,000 冊の蔵書を共有しました。 

 

読書を奨励するために、各学年から 2 人のメンバーで

読書クラブが結成され、学生は本の管理を任されまし

た。 本が紛失することは非常にまれでした。 子ども

たちは本が大好きになり始め、私たちは知識が読書か

ら来ることを彼らの心に植え付けることができまし

た。読書は二人一組のペアを組みました。読書が苦手

な子と得意な子をペアにし、各ペアは同じタイトルの

本を読む必要がありました。 それぞれのペアは互い

に支えあい、協力しながら読書を進めます。どちらも、

自分に割り当てられた本を読んで理解する必要があ

りました。 たとえば、一方が物語の冒頭の読書内容を

発表し、もう一方が真ん中の部分を伝え、最初の人が

物語を完成させるというように、得意な子が苦手な子

のサポートをして、苦手な子も徐々に力をつけられる

よう工夫しました。よくできたペアには各クラスから、

数組にノートや鉛筆など小さなご褒美があります。 

この取り組みは、子どもたちを読書活動に興味をもた

せるのに役立ち、何よりも彼らは自信をつけました。

そして、最も重要と位置付けていた集団の進歩を確認

することができました。 

 

第 2 段階：生徒の読書への関心の高まり 

 

現在図書館のスタッフ

は学校に 3〜4 時間滞

在し、読書キャンプを

運営して集中的な読書

習慣を促しています。 

読書セッションは 2 時間続き、その後、教師による学

年ごとの評価が続きます。 学生はペアを組んで座り、

同じタイトルの本を読みます。 当初と比べると教師

の積極的な協力と生徒の読書に取り組む態度の圧倒

的な変化が見られます。 参観会に訪れた保護者や教

員自身、学校全体が一丸となって取り組んでいるだけ

でなく、子どもたちが自発的に読んでいることに驚い

ています。 もちろん、低学年の生徒は指導を必要とす

る場合もあります。 教師の評価後、優秀な読者にはノ

ートまたはペンのささやかなプレゼントが贈られま

す。 自習形式で実施する場合は生徒が自己評価を行

って、友達の読書と理解度をチェックすることも行っ

ています。 子ども達は適切な指導を行えば、難なく学

ぶことができます。 本に無関心だった先生たちは、今、

大いに興味をもって私たちのプログラムを心待ちに

しています。 2 年間で 298 を超える読書キャンプが

開催されました。 

 

次回は移動図書館活動に関

連して行っている活動をご

紹介いたします。 

2018/2/22 2018/9/17 
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日本での医療研修を終えて 

 

プラカッシュ・バタライ 

 

レクナート感染性伝染病対

策病院医師 

 

山口先生と私 

 

2019 年の夏に私は生涯夢にまで見た日本を学会の論

文発表者として、また内視鏡研修生として訪問する機

会を得ました。私は、母国ネパール以外の国を訪れた

ことがないナイーブな外国人旅行者でした。ブッダ基

金、山口先生ご夫妻、日本の皆様から多大なご支援を

いただき、日本への訪問を成し遂げることができ大変

感謝しております。 

 

自己紹介 

私はネパールの一般病院に勤務する内科医で、ネパー

ルの非常に貧しい家庭で育ちました。ネパール政府の

貧困市民奨学金を得てネパール中西部にあるネパー

ルグンジ医科大学で学びました。その後、ネパール政

府に 2年間ボランティア医療従事者として勤務しまし

た。奉仕勤務完了後、コイララ健康科学研究所の一般

診療および救急医学大学院からの貧困学生奨学金で

更に学びました。3 年間の研究終了後、私は再び地域

住民に奉仕するためにレクナート病院に勤務しまし

た。私はこの病院がある地域の出身で、貧しい地域社

会の人々に手頃な価格で親しみやすい医療を提供で

きることを喜びとしています。私が勤務している病院

は最近、ネパール政府の監督下にあるコロナ患者管理

のための感染性伝染病対策病院に変わりました。最近

はコロナ感染者の治療で非常に忙しくしています。 

 

ブッダ基金と私 

私が初めてブッダ基金を知ったのは 2017 年にブッダ

基金の医療チームが貧しい人々に無料健康診断をす

るという高貴な目的のためにネパールを訪れた時で

した。山口先生、田中先生、その他多くの著名な日本

の医師からの支援を得て、医療キャンプを実施するこ

とができました。キャンプ大成功の後、私とブッダ基

金の方々と定期的に連絡を取っていました。2019年の

夏に、京都で家庭医学のアジア太平洋地域会議で私の

研究論文が発表に選ばれました。日本への訪問をより

実りあるものにするために、山口先生に日本での内視

鏡トレーニングを打診し、あらゆる関係先を当たって

いただいた結果、聖隷浜松病院で受け入れていただけ

ることになりました。数日間に及ぶ京都での学会発表

が終わってから 5 月 20 日浜松に移動し約１か月間の

研修が始まりました。平日は聖隷浜松病院で日本の最

先端の内視鏡技術を学び、週末は山口国際ハートクリ

ニックで地域医療を学ぶ機会を得ました。大病院、ク

リニック共にネパールとは比較にならない設備、技術、

衛生管理等多くを学び、それらの全てが揃わないわが

国で出来ることを生かし、貧しい人々にもより良い医

療を提供できるよう精進する決意をしました。ブッダ

基金、山口先生ご夫妻、日本の皆様には私の日本での

研修を精神的にも経済的にもご支援いただき、また日

本の文化に触れる機会も数多く与えていただいたこ

とは私の一生の宝です。 

 
 

私が現在行っている事 

現在、私はネパールの伝染性伝染病対策病院（旧

Lekhnath Community Lions Hospital）の専門医を務

めています。 私はこの地域の、コロナ患者とそれ以外

の患者をも診ています。日本で学んだ技術を生かすべ

く病院ではさまざまな内視鏡検査も行っており、貧困

者でも受けられる医療を廉価で提供しています。私が

ブッダ基金と日本の皆様から受けた恩恵をいま、地域

の医療を必要とする貧しい人々が恩恵を受けていま

す。ブッダ基金の支援はこの地域の人々から大いに評

価されており、また近い将来ネパールの若い医師が私

のように学ぶ機会を得られることを願っています。 
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ネパール医療体験記（始まり～大学病院） 

形岡洋光 

コロンビア・アメリカ 

自治大学医学部卒 

浜松医科大学第三内科・

循環器科所属 

山口ハート国際クリニック

に勤務 

 

 この旅は浜松市の佐鳴台から始まります。ここは

私が小学校時代を過ごしたゆかりの地であり、外国

人医療に携わっている山口ハート国際クリニックが

ある場所です。 

 父親の仕事が海外転勤となり、海外へ移住する前

は、多くの外国人や帰国子女がいる地域として知ら

れており、住民も国際化に馴染んでいる人が多かっ

た印象があります。そして数十年後に医師としてこ

の地に戻り、恩師でもある当クリニックの院長、山

口先生に巡り会いました。 

 山口先生は在日外国人の為の医療にも情熱を注ぎ

ながら診療をされており、ブッダ基金を通してネパ

ールへの国際支援を行うエネルギッシュさと経験豊

富な知識・技術を持つ医師です。私もその熱意の影

響を受け一緒に仕事をさせて頂いています。そんな

先生からネパールへ行く話を受けた際は胸が期待で

いっぱいになりました。 

 ネパールと言われた時はカレーとエベレストのイ

メージしか思い浮かびませんでした。しかし、自分

も中南米の国々を何回か旅行で行った経験があった

ので多少、社会的に似ている想像をしました。 

 タイ国で一泊し、ネパールの首都カトマンズに到

着しました。ここでも活動地のポカラへ飛ぶ便が翌

日までなかったので観光込みの一泊をしました。夕

飯までの間、旧王宮やホテル付近のマーケットを見

物し（イメージ通り沢山の人で賑わっていました）、

道中にはヒンズー教のシンボルの牛が当たり前の様

に寝ていたので、ネパールに到着した事を実感しま

した。次の日、今回の旅の醍醐味でもあるエベレス

トの絶景を飛行機の窓から鑑賞しながらポカラ空港

に到着しました。空港では現地の人たちに花輪とス

カーフを頂き、山口先生とブッダ基金のスタッフを

心から待っていた事を実感しました。 

 到着当日、正午からポカラ市内の医療機関（プラ

イベートクリニック、大学病院と国営病院の順番）

の見学に連れて行ってもらいました。開発途上国の

医療実態の特徴でもある器材不足はプライベートク

リニックでも見られました。私立のクリニックと云

えども限られた種類の血液検査とレントゲン検査し

かなく、日本の病院の様に簡単に CT 画像を撮り診

断するという事が出来ない状況がありました。 

 次に向かったのが、マニパル大学病院です。病院

は市街のはずれに建てられており、多くの患者さん

が来院していました。大半の患者さんは、遠くから

来られ、来院手段や金銭面の都合から、簡単には受

診できない方たちです。この病院には大抵の専門分

野はそろっていましたが、日本の大学病院との違い

は、基礎医学（座学）を終えたばかりの大学 3・4

年生が直接患者さんの診療に携わり、経験を早い段

階から積んでいることでした。日本では大学 5 年時

にポリクリニックと言う各科の病院実習を 1 年間し

ています。その後、6 年目、医師国家試験を行い、

研修医として実践の場に出ていきます。医療資源の

少ない中で患者と向き合う現地の医師にとって、早

期から多くの経験を積む事が足りない物資を補う唯

一の方法であり、検査に頼らない（正しく言うなら

ば頼れない）問診と身体所見から診断する伝統的な

医療教育がなされていました。 

 私が携わっている救急現場も見せてもらいました。

現場の担当医と話しをしたところ、その日はあまり

混雑はしていないとの事でしたが、実際にはデング

熱による中症の患者さんで待合室は溢れかえってい

ました。更に骨折患者や虫垂炎、肺炎、胸痛など重

症の患者さんの来院もある状況でした。日本の救急

外来では、考えられないような光景が広がっていま

した。また、患者 1 名に対し、付き添いの方が 10

人程度いる事もあり、医療者としては、衛生面、周

囲への影響など疑問に思う事も多くありました。 

 日本で心筋梗塞を発症した場合は、90分以内にカ

テーテル療法で治療をします。しかし、マニパル大

学病院では、カテーテル検査室はあるものの、週に

2 回しか、専門医師がおらず稼働していません。専

門医がいない場合は、心筋梗塞が発症していても、

内服や点滴などの内科的な処置を行い経過を見てい

る現状がありました。また検査に使用する心臓用カ

テーテルは、日本やヨーロッパ等では使い捨てが基

本ですが、この病院では、医療物資が不足している

為、心臓用カテーテルを消毒と滅菌を行い、患者が

違う場合でも再利用をしていました。 

 同じ大学病院であっても現状が違うだけでその場

の必要性に応じた医療関係者が育成されているのを

実感しました。この後は国営の市民病院へ向かいま

すが、その話はまた次回にさせて頂きます。 



8 

＜サティハル＞とは、ネパール語で「友達」という意

味です。皆様との繋がりが深まることを願っています。 

 

 

ブッダ基金は次の４分野を柱に活動を進めています。 

医療・教育・女性の自立・産業振興 

■ブッダ子ども移動図書館（BCML） 

僻地の学校で図書活動を通し識字教育を普及し、ネパ

ールの将来の人材を育成する。 

■眼科検診活動 

識字教育の障害の眼病早期発見と治療を目指す。 

■学校コーヒー園プロジェクト 

学校運営資金と体験学習の両立による持続可能な教

育を推進。 

■ヒマラヤ・サブレ・プロジェクト 

ネパール土産となる製品の開発・生産・販売をネパー

ルの女性が主体となり貧困からの自立を支援。 

■スポーツ振興プロジェクト 

スポーツ活動を通し健全な子どもの育成を推進。 

■日本語教育プロジェクト調査（新規） 

ネパールでの日本語学習支援によりネパールと日本

の持続的な友好と交流を醸成。 

■その他（災害支援、JICA 応募、医療人材育成活動等） 

その時々に必要な支援を単発で機動的に実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新スタッフ紹介】 

事務局・山田清美 （2017 年 4 月から勤務） 

京都市左京区生まれ、小中学校と大学院はアメリカ、

ニューヨークで過ごす。大学院時代に国連本部でｲﾝﾀｰ

ﾝ、NGO, NPOでの勤務経験が何かお役にたてればと、

フルタイムの仕事をしながら事務局業務とプロジェ

クト運営のお手伝いをしています。すでに派遣団に 3

回同行し、現地でも活動しています。主に女性の自立

支援事業の担当をしています。今後ともよろしくお願

い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃はブッダ基金の活動にご支援、ご協力いただき、

ありがとうございます。今後も医療・教育・産業・女

性の地位向上などの支援を継続し、更に支援の輪を広

げていく所存であります。皆様の温かいご支援を引き

続きお願いすると共に、この活動に参加していただけ

る方のご勧誘をお願い申し上げます。 

＜年会費＞ 

 正会員  一口   12,000 円 

 個人賛助会  一口    6,000 円 

 団体賛助会員     一口   30,000 円 

振込先① 

ゆうちょ銀行 振込口座 口座番号：00890-7-104787 

  名 義  特定非営利活動法人 ブッダ基金 

※ 他の金融機関からお振込みいただく場合 

ゆうちょ銀行 金融機関コード：9900 店番：089 

 預金種目：当座  店名：０八九（ｾﾞﾛﾊﾁｷｭｳ店） 

 口座番号：0104787  

名義：特定非営利活動法人 ブッダ基金 

振込先② 

静岡銀行 可美支店 普通 口座番号：0450295 

名 義 特定非営利活動法人ブッダ基金  

代表理事 加藤義一 

※ 郵便局へのお振込みの際は、お振込用紙へお名前、

ご住所の記載を、静岡銀行へお振込みの際は、お電話、

FAX、またはメールにてお名前とご住所をお知らせく

ださい。寄附金受領書、領収書を発行させて頂きます

ので、ご協力をお願い致します。 

役員及び事務局メンバー 
           2020 年 8 月現在   

理事長： 加藤義一 

名誉理事長： 山口貴司 

理事： 水野 功、石垣 清、鬼頭秀行、 

鈴木一也、渥美喜重次、眞瀨悦邦、 

日下部 善昭、武山克彦、片岡俊彦、 

監事： 鈴木祐介、藤原孝行 

事務局： 戸田純子、山田清美 

ブッダ基金は、認定 NPO 法人です。 

認定ＮＰＯ法人への寄附は、所得税と住民税の 

控除が受けられます！ 

個人の方の場合、所得税と住民税で、寄附金額の最

大 50% が税額から控除されます。（寄附される方

の所得額によります。） 

★「寄附金控除」を受けるためには、確定申告を行

う必要があります。寄附金受領書を「申告書に添

付」、または「申告書提出の際に提示」が必要です。 

「寄附金受領書」は、紛失しないようご注意くださ

い。 

ご不明な点がございましたら、事務局までご連絡

ください。 

第 20 期の活動計画 


